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概  要 

 

本技術は、鋳造によりプリフォームを作製し、それを鍛造することにより、

マグネシウム製品を成形する技術である（図）。これまでに、本技術に適した

鋳造プリフォームの作製法及び鍛造条件を明らかにした。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

マグネシウム合金は塑性加工性が悪いことから、展伸材の利用は限られてお

り、その製品は主に鋳造により製造されている。鋳造品を展伸材並に高強度化

することにより、マグネシウム製品の更なる用途拡大が期待できる。本技術は、

安価なインゴットを使用して、展伸材並みの強度（AZ91 で引張強さ：3０

0MPa、伸び：1０%）を有するマグネシウム製品を成形する技術である。 

本技術の 

有用性 

本技術では、鋳造プリフォームの形状を工夫することにより、鍛造時の変形

量を自由に変えられることから、塑性加工性が悪いマグネシウム合金に有効な

成形技術である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

適用可能製品 
自転車部品、オートバイ部品等 
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図 マグネシウム合金の鋳造鍛造複合プロセス 

注湯 

鋳造プロセス：プリフォームの作製 

加圧 

鍛造プロセス：高強度化 
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